
平成元年11月1日発行

町の鳥=ひばり/町の花=れんげ/HIJの木=乙女椿

男 6，212人(+12) 

女 5，953人(+18) 

計 12，165人(+30) 

世帯数 3，936戸(+12) 

10月1日現在()内は前月比
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ハッスルプレー
どうですかこのスタイル/ 見ている方はこつけいな姿に思わずえ

みがこぼれてしまいますが、やっている方は真剣そのもの。一一上河東

区民大運動会で行われた「スタイル満点」競技での一場合です。

子供からお年寄りまでみんなで楽しめる運動会を目標に、各地区で

運動会が盛大に開催されました。 むかで

秋空の下、サンドウイツチ競争や百足競争なと、趣向を凝らした競技

が繰り広げられ熱戦在展開。笑いや歓声の和やかな雰囲気の中、みんな

で楽しく体を動かしてスポーツの秋を満喫しました。 2
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青空と緑と

昭
和
六
十
三
年
度
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
決
算
が
九
月
の
定
例
議
会
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金

が
町
に
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ま
た
ど
ん

な
ふ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す

る
、
い
わ
ば
一
万
二
千
町
民
の
家
計
簿

で
す
。
そ
の
決
算
概
要
が
ま
と
ま
り
ま

し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
は
、
当
初
二
十
七
億

八
千
八
百
九
十
六
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
法
人
税
の
伸
ぴ
な
ど
か
ら

最
終
的
に
入

っ
た
お
金
(
歳
入
額
)
は
、

三
十
四
億
七
千
三
百
八
十
三
万
二
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
使

わ
れ
た
お
金
(
歳
出
額
)
は
、
三
十
三

億
七
千
九
百
二
十
五
万
六
千
円
で
、
総

務
費
が
全
体
の
三
十
二
・
四
%
を
占
め

ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
清

水
新
居
・
西
条
新
田
公
会
堂
敷
地
造
成

工
事
や
町
誌
編
さ
ん
、
清
里
の
森
保
健

休
養
施
設
な
ど
の
事
業
の
関
係
か
ら
増

加
し
た
も
の
で
、
土
木
費
・
教
育
費
が

こ
れ
に
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、

翌
年
へ
の
繰
越
額
は
九
千
四

百
五
十
七
万
六
千
円
で
、
そ
の
内
翌
年

度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
の
充
当
額
四
千

六
百
八
十
一
万
一
千
円
を
差
し
引
く
と

残
り
の
四
千
七
百
七
十
六
万
五
千
円
が

昭
和
六
十
三
年
度
の
実
質
収
支
額
と
な

り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
四
月

一
日
か
ら
平
成

元
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
税
金

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、
グ
ラ
フ

と
表
を
使

っ
て
表
わ
し
て
み
ま
し
た
。

分担金及び負担金

3，431万6千円

(1. 0%) 

繰入金

2，526万8千円
(0.7%) 

町債
6，461万5千円

(1. 8%) 

繰越金

8，353万6千円
(2.4%) 

県支出金

8，612万l千円
(2.5%) 

国庫支出金

2億3，535万6千円
(6.8%) 

[町税の収入状況(決算額)][一般会計歳入科目][一般会計歳出科目]

昭和58年度

昭和59年度

昭和60年度

昭和61年度

昭和62年度

昭和63年度

② 

[過去5年聞の決算状況]

昭和59年度

昭和60年度

昭和61年度

昭和62年度

昭和63年度

平成1.11.1

11億1，112万円

24億 236万9千
遜
去 32億2，707万9千円

五 31億8，776万3千円

年
間 31億5，192万4千円

守闘決算の
29億8，074万4千円

34億5，680万9千円

状 33億7，337万3千円

況
34億7，383万2千円

33億7，925万6千円

23億7，922万6千円

24V意6，762万8ニ干円

21億4，514万8千円

27億3，665万B千円

広報しようわ
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町
税
一の
収
入
状
況
ハ
決
算
額
)ヤ

歳入科沼 苧¥ 金 額

町 税 己736，658
固定資産税 1， 316， 928 

回I 民 税 1，189，656 

電 気 Z孔 150，314 

岡Tたばこ消費手見 68，483 

軽自動車税 10，428 

特別土地保有税 849 
yゲ ス 税 O 

国庫支出金 235，356 
国庫 補 助 金 180，004 

国庫貴担金 48，539 

委 託 金 6，813 

県支出金 86，121 
県 ネ市 助 金 63，697 

県 負 :t.!! 金 19，245 

委 託 金 3，179 

財産収入 51，364 
財産運用収入 43，679 

財産売払収入 7，685 

繰 入 金 25，268 

繰 越 金 83，536' 

諸 ~X 入 36，674 
町 預金 利 子 29，508 

雑 入 7，279 

延滞金加算金及過料 87 

分担金及負担金 ~4， 316 

使用料及手数料 30，364 

自動車取得税父付金 42，374 

地 方 譲 与 税 32，375 
父通安全対策特別父付金 3，868 
利子割父付金 10，745 
寄 付 金 B 

地 方 生と 付 税 。
町 債 64，615 I 

総 額 3，473，832 I 

歳出 令科 目 金 守額x

民 生 費 250，883 
社会福祉費 106，137 
児 童福祉費 144，746 
災害救助費 O 

土 木 費 849，701 
都市計画費 362，618 
道路橋りょう費 402，477 
土木管理費 24，439 
河 )1/ 費 47，997 
住 宅 費 12，170 

教 育 費 356，526 
教育総務費 76，601 
保健体 育費 68，961 

~主4与 校 費 103，779 
社会教 育費 48，439 
中 A子U与. 校 費 58，746刊

総 務 費 1，096，264 
総務管理費 644，348 
i人L 画 費 381，455 
徴 税 費 45，644 
戸籍住民基本台帳費 18，226 
監査委員費 5，646 
統計 調査費 521 
選 挙 費 4;24 

公 債 費 204，，889ほ

4ル7、ミー イ責 費 2ゆ4，889
農林水産費 317，OG4 

農 業 費 317，004 
衛 生 費 130，901 

保健衛生費 75，641 
清 f帯 費 55，260 

j出 防 費 109，536 
i向 防 費 109，536 

議 4z2z h 費 54，863 
議 メ~ミ 費 54，863 

労 働 費 628 
労 働 費 628 

商 工 費 8，061 
商 工 費 8，061 

災害復旧費 。
災害復旧費 。

総 額 3，379，256 



.¥69年¥の算¥.
-町民?人当り!こかかるお金 281，699円

その他

42，421円

消防費
1億953万6千円
(3.2%) 

議会費及びその他

6，355万2千円
(1. 9%) 
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-町民T人当りの町税 228，131円

固定資産税 町民税 電気税 町たばこ消費税 その他

109， 781円 99， 171円 12，530円 5， 709円 940円

缶詰 能 8品高~ I 

[老人保健特別会計]
(単位千円)

歳 出 ヲ歳 入
不/. 目 金額 不/. 目 金額

医療諸費 336，898 支払基金父付金 239， 151 
支払基金交付金 239，151 

336，898 国庫支出金 65，789 
国庫負担金 65， 789 

諸支出金 5，503 繰 入 金 14，000 

i五丞"'- 金 5，503 
一般会計繰入金 14，000 

県 支出金 16，447 

総 務 費 175 県 負 担 金 16，447 
繰 越 金 18，849 

|総務管理費 175 越 金 18，849 
諸 収 入 。|

予 備 費 。雑 人 O 

備 費 O 
延滞金及加算金 O 
預 金 利 子 O 

総 額 342，576 総 額 354，236 

[下水道事業特別会計]
(単位:千円)

歳 出 議 入

科 目 金額 手ヰ 目 金額

総 務 費 10，620 国 庫 支出金 35，000 
|総務管理費 10，620 |国 庫 補 助 金 35.000 

223，087 
繰 入 金 43， 183 

流域下水道費 77， 132 
繰 越 金 29 公共 下水道費 145，955 

予 備 費 。諸 収 入 。
公 債 費 1，753 同 債 157，500 

総 額 235，460 総 額 235.712 

[渇水対策事業特別会計](単位千円)

歳 出 歳 入

科 目 金額 科 目 金額

渇水対策費 7，089 諸 収 入 6.897 

|渇水対策費 7，089 5，623 
預金利子 1，274 

予 備 費 。
繰 越 金 2，274 

|予 備 費 。|繰 J越 金 2，274 

総 額 7，089 総 額 9， 171 

③広報しようわ 平成1.11.1

民生費
2イ意5，088万3千円
(7.4%) 

農林水産費
3イ意1，700万4千円
(9.4%) 

教育費

3億5，652万6千円
(10.6%) 

[国民健康保険特別会計]
(単位:千円)

歳 出 歳 入

科- 目 金 額 手ヰ 目 金 額

保健給付費 305，533 国庫支出金 181，558 

療 養 諸 費 280，239 国庫負担金 158，955 

高額療養費 21，364 国庫補助金 22，603 
助 産 費 3，250 国民健康保険税 231.235 
葬 生小K. 費 680 

国民健康保険税 231，235 
老人保健拠出金 131，866 

繰 越 金 48，046 
老人保健拠出費 131，866 

金
務 費

J是 越 48，046 
総 12.657 

総務管理費 11，571 
療養給付費支付金 43， 753 

徴 税 費 956 療養給付 費交付金 43，753 

趣旨普及費 諸 収 入 1.749 

運営協議会費 130 一頂 金 手リ 子 1，269 

諸 支 出 金 573 雑 入 480 

償還金及還付償還金 573 延滞金加算金及過料 。
延 滞 金 O 県 支 出 金 1.447 
繰 出 金 。

県 中市 助 金 1，447 
保健施設費 9， 158 分担金及負担金 250 
保健施設費 9，158 

負 担 金 250 
共同事業拠出金 1，961 

使用料及手数料 138 
共同事業拠出金 1，961 

手 数 料 138 
基金積立金 3.783 

金
基金積立金

繰 入 12.515 3，783 

公 債 費 。 他 会計繰入金 12，515前

，ふ~、. 債 費 。 基金繰入金 O 

予 備 費 。共同事業受付金 3，330 

予 備 費 。 共同事業交付金 3，330 

総 額 465，531 総 額 524，021 I 



ー
も
う
す
ぐ
で
き
る
よ
/

み
ん
な
の
図
書
館

企完成予想図

ー

町
立
図
書
館
建
設
工
事
に
着
手

町
で
は
、
九
月
二
十
一
日
、
押
原
中

学
校
東
側
の
町
有
地
で
(
仮
称
)
「
昭
和

町
立
図
書
館
」
の
起
土
式
を
行
い
ま
し

た。
起
工
式
に
は
、
泉
町
長
を
初
め
、
関

係
者
約
四
十
名
が
出
席
。
神
事
ゃ
く
わ

入
れ
な
ど
が
行
わ
れ
、
工
事
の
無
事
を

祈
り
ま
し
た
。

こ
の
図
書
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
平
屋
建
て
で
、
延
べ
床
面
積
約
八
百

七
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
。
建
築
費
二
億

九
百
九
万
円
で
建
設
予
定
で
す
。
図
書

館
は
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
の
一
般
閲
覧
室

を
初
め
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
親
子
、か
寝

転
ん
で
読
書
が
で
き
る
幼
児
コ
ー
ナ
ー

な
ど
ゆ
と
り
を
も
た
せ
た
設
計
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
や
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
化
さ
れ
た
自
動
貸
出
返
却
シ
ス

テ
ム
な
ど
新
時
代
に
向
け
て
の
充
実
し

た
設
備
が
備
え
ら
れ
る
計
画
で
す
。
蔵

書
目
標
数
は
、
開
架
二
万
冊
、
収
納
四

万
冊
の
計
六
万
冊
。
名
作
洋
画
な
ど
約

二
百
本
の
貸
し
ビ
デ
オ
も
そ
ろ
え
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
図
書
館
の
周
囲
に
は
、

流
水
の
あ
る
庭
園
も
造
り
、
潤
い
の
あ

る
施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
年
七
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け

て
、
「
今
ま
で
の
図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
を

脱
皮
し
た
、
ゆ
と
り
と
く
つ
ろ
ぎ
の
空

間
の
あ
る
図
書
館
」
を
目
標
に
、
い
よ
い

よ
新
時
代
の
憩
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
を
兼
ね
備
え
た
図
書
館
の
建
設
が
始

ま
り
ま
し
た
。

ノ
〆'

④ 平成1.11.1

〈町
立
図
書
館
平
面
図
〉

広報しようわ

』

F
神
事
ゃ
く
わ
入
れ
が
行
わ
れ、

工
事
の
無
事
を

祈
り
ま
し
た
。

一

こ
の
図
室
量
は
、
工
業
包
地
従

一

一
業
員
と
地
域
住
民
と
の
融
和
や
親

一

一
睦
を
図
る
だ
め
の
施
設
と
し
て、

一

一
通
商
産
業
省
所
管
¥
工
業
再
配
置

一

一
促
進
費
補
助
金
を
い
た
だ
き
建
設

一

一
さ
れ
凶
も
の
で
す
。

一



台
所
で
の
戸
イ
デ
イ
戸
消
火
法

u
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
消
火
aι

を
披
露

f

〈
西
条
一
区

西
条

一
区
婦
人
会
と
消
防
団
で
は
、

九
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た
地
区
運
動
会

で
「台
所
で
の
ア
イ
デ
ィ
ア
消
火
法
」
と

題
し
て
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
マ

ヨ
ネ

ー
ズ
消
火
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
消
火
法
は
、
ど
の
家
庭
に
で
も

あ
る
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
を
使
っ
て
て
ん
ぷ
ら

火
災
を
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
、
濡
れ

た
シ

l
ツ
な
ど
を
使
用
し
て
の
消
火
法

は
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
消
火
法
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、
地
区
婦
人
会
と
消
防
団
が
中

心
と
な
り
企
画
さ
れ
ま
し
た。

初
期
消
火
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
。
あ
わ
て
ず
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

4
『
を
容
器
ご
と
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

婦
人
会
・
消
防
団
〉

当
日
は
、
地
区
の
み
な
さ
ん
の
見
守

る
中
、
実
際
に
て
ん
ぷ
ら
油
に
火
を
つ

け
て
消
火
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
勢
い

よ

く
燃
え
あ
が
る
火
の
中
に
、
マ

ヨ
ネ
ー

ズ
を
容
器
ご
と
入
れ
る
と
火
は
し
だ
い

に
弱
ま
っ
て
い
き
効
果
抜
群
。
見
守
る

人
達
も
「
シ
l
ツ
な
ど
の
消
火
法
も
よ

い
が
、
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
な
ら
い
つ
で
も
台

所
に
あ
り
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

は
万
全
」と
な
か
な
か
の
評
判
で
し
た
。

関
東
陸
上
競
技
協
会

会
長
表
彰
を
受
け
る

中
沢

孝
造
氏
(
築
地
新
居
)

小
さ
い
頃
か
ら
走
る
こ
と
が
好
き
だ
っ

た
中
沢
氏
は、

押
原
中
学
校
時
代
、
百

M

十
二
秒
五
の
校
内
新
記
録
を
樹
立
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聞
か
れ
た
昭

和
三
十
九
年
に
は
、
国
立
競
技
場
で
行

8々だ、文Itだ、芸術だff

わ
れ
た
全
国
勤
労
者
ス
ポ
ー

ツ
祭
典

で
、
百

M
、
四
百

M
、
四
百

M
リ
レ
ー

に
出
場
し
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
年
、

日
本
陸
上
競
技
連
盟
公
認
審
判
員
の
資

格
を
取
得
さ
れ
、
そ
の
後
二
十
五
年
間
、

郡
大
会
を
始
め
、
県
大
会
の
ほ
と
ん
ど
の

大
会
の
審
判
に
当
た
ら
れ
て
い
ま
す。

そ
の
長
年
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
と

努
力
と
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
程
埼

玉
県
上
尾
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
聞

か
れ
た
第
二
十
七
回
関
東
七
県
対
抗
陸

上
競
技
大
会
の
席
上
、
関
東
陸
上
競
技

協
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た。

11月3日(金)・4日(士)-5日(日)・6日(目)

総合会館

・短歌、川柳、俳句、写真、給画、書道、

盆栽などの展示発表

・囲碁 ・将棋大会、タンスパーティ、詩珍

の夕べ
・七宝焼、版画、手工芸、華道、茶道など

の体験コーナー

.舞踊、民謡、大正琴、コーラスなど

.講師

NHK特別職局長級アナウンサー

相 川 浩 氏

〔テーマ)-劣等感を吹きとばす哲学一

すばらしきかな/私の愚者人生

町教育委員会〈冨75-3 7 3 7)まで

開催文化祭、公民館まつり、文化講演会

*開催目

安場 所

女文化祭

公民館まつり

女文化講演会

女お間合わせ

( 伸びよう伸ばそう青少年。あなたのまちでわたしのまちで 1 

⑤ 

彼らももうすぐ立派な社会人。

うちの子も、よその子も共に

明日を築くパートナーです。

⑨11月は

全国青少年健全育成強調月間

よその

うちの

社会の

広報しようわ 平成1.11.1
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釜無川流域

〈
正
解
者
発
表
F
・
〉 下水道クイズ

広
報
九
月
号
で
問
題
を
だ
し
た
「釜

無
川
流
域
下
水
道
ク
イ
ズ
」
の
正
解
者

が
下
記
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
/
ク

イ
ズ
の
応
募
期
間
中
、
た
く
さ
ん
の
お

は
が
き
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
正
解
者
の
み
な
さ
ん

に
は
、
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
さ
し
あ

げ
ま
す
。

下
水
道
事
業
は
、
県
と
関
連
市
町
村
、

そ
し
て
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
が
一
致

協
力
し
な
け
れ
ば
進
ま
な
い

事
業
で

す
。
今
後
と
も
下
水
道
事
業
に
対
す
る

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
下
水
道
に
関
す
る
お
問
合

せ
は
、
役
場
都
市
開
発
課
(
冨
苅

1
2
1

1
1内
線
⑩
⑨
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

、ν
な
お
、
ク
イ
ズ
の
解
答
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

V
全
間
正
解
者
(
敬
称
略
・
順
不
同
)

青
木
金
三
郎

和

泉

幸

喜

小

林

公

江

佐

野

三
枝

子

野

呂

瀬

美

津

保

坂

勝

男

村

松

景

子

森
田
さ
っ
き

(
西
条
一
区
)
伊
藤
勝
啓
石
川
よ

し

じ

加

賀

美

衣

枝

小

林

一

治

小

林

留

雄

小

宮

山

達

雄

高

柳

義

哉

徳
江
恵

一

深
沢

一
子

深
沢
慶
蔵

望
月
敬
(
西
条
二
区
)
佐
藤
賓
(
清

水

新

居

)

伊

藤

浩

士

岸

本

和

也

下

司

純

子

立

川
秀

子

名

取

和

樹

(西
条
新
田
)

奥
野
宜
久
奥
野
利

恵

米

長

清

渡

辺

晴

夫

渡

辺

美

智

子
井
上
寛
(
押
越
)
大
久
保
由
美

小

林

俊

小

林

拓

鷹

野

直

樹

鷹

野

秀
樹
神
宮
寺
辰
雄

柳
沢
力
(
河
東

中

島

)

大

野

千

春

五

味

千

枚

美

桜

田

久

美

子

花

形

和

紀

松

木

文

(
紙
漉
阿
原
)
上
野
和
美
大
森
敏

子
輿
石
き
だ
代
磯
部
光
美

(築
地

新
居
)
加
賀
美
努
磯
部
り
え
(
飯

喰

)

上

田

昭

治

大

野

晴

信

伊

藤

敬
子
利
根
裕
子
保
坂
正
造
(
河
西
)

相
原
誠
(
上
河
東
)
長
谷
川
泰
広

早
川
美
都
雄
依
田
都
美
子
(
上
河
東

二
区
)

調
シ
ャ
ン
の

レ
ね
温
明
主
勺
義
C
L引
い
い
ド
ぃ

下
水
道

水は生命

町

田

町

町

町

市川大門町

町

町

町

〔釜無川流域下水道クイズ解答〕

① 八田村 ⑨ 昭和

西

穂

苗
山

f
京
町
ト

珠

ロ==司= E日

沢鰍

i首

玉

甲⑩ 

⑪
 
⑫ 

⑬ 

⑬ 

⑮ 

⑬ 

③ 櫛形町

町

町

町

町

市

問

葉

崎

ネ良

王

島

草

双

韮

二豆z
田

敷

若

白
]

② 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 



シ
リ
ー
ズ

墳;

墓ぽ

甲
斐
社
寺
記
に
よ
れ
ば
「
義
清
墳
墓
ハ

社
之
西
ニ
御
座
候
、
高
サ
壱
丈
八
尺
斗

項
四
間
四
方
斗
、
廻
り
東
西
拾
問
、
南
北

ひ
わ
だ
ぷ
き

拾
問
、
前
ニ
槍
皮
葺
之
宮
之
候
得
共
、
大

破
ニ
相
成
居
申
候
」
と
あ
り
。
墳
墓
の
高

さ
五
・
四
五
メ
ー
ト
ル
、
東
西
、
南
北
十
八

メ
ー
ト
ル
と
い
う
、
大
き
な
円
墳
墓
で
あ

り
、
法
号
「正
覚
院
殿
陽
山
清
公
大
居

ふ

さ

わ

士
」
甲
斐
源
氏
祖
の
義
清
公
に
相
応
し
い

立
派
な
墳
墓
で
あ
る
。
昔
し
の
義
清
神

ほ
う
さ
ん

け
い

社
の
祭
礼
に
は
、
杯
参
詣
し
て
か
ら
祭
事

に
当
っ
た
と
い
う
。
杯
参
詣
と
は
墓
に
詣

で
る
こ
と
で
あ
り
、
墳
墓
前
の
宮
に
て
お

被
い
を
受
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
神
社
に
と
っ
て
は
大
事
な

墳
墓
で
あ
っ
た
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
。

昔
し
は
、
こ
の
墳
墓
附
近
に
は
樹
木
が
欝

そ
う蒼

と
生
い
茂
り
、
狐
が
住
み
つ
き
た
る
た

め
「オ
コ
ン
コ
山
」
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。

d

司
墳
墓
の
頂
き
に
あ
る
義
清
公
の
墓
碑
。

昭
和
町
郷
土
研
究
部
委
員

⑧ 

長
田

鉄
男

あ

そ

み

き

ざ

墳
墓
の
項
き
に
「義
清
朝
臣
の
墓
」
と
刻

ま
れ
た
石
碑
が
あ
る
。
そ
の
碑
の
前
に

す
う
れ
い

し
ょ
く
だ
い

「崇
霊
」
と
刻
ん
だ
花
立
て
と
燭
台
を
兼

ね
た
石
台
が
あ
る
。
そ
の
裏
面
に
「板
垣

姓
祖
義
清
公
の
史
蹟
を
き
が
し
て
四
十

年
余
、
今
こ
こ
に
植
樹
し
供
養
で
き
た
の

は
、
先
祖
の
加
護
と
信
ず
る
南
鉱
山
」
願

主
、
青
森
県
、
板
垣
十
三
時
外
二
名
の
名

前
が
あ
り
、
建
立
は
昭
和
四
十
六
年
と

な
っ
て
い
る
。
板
垣
姓
と
は
、
義
清
公
の
孫

の
武
田
信
義
に
、
板
垣
庄
(
甲
府
市
善
光

寺
町
附
近
)
を
領
し
て
い
た
板
垣
三
郎
兼

信
が
居
り
、
そ
の
子
孫
で
あ
ろ
う
か
。

昭
和
六
十
年
(
一
九
八
五
)
昭
和
町
に

お
い
て
、
義
清
遺
跡
伝
承
地
の
実
態
を
学

術
的
に
解
明
す
る
た
め
、
こ
の
墳
墓
の
発

掘
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ
の
結
果
と
し
て

公
の
埋
葬
主
体
部
の
検
出
は
無
く
、
義

清
公
の
本
墓
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

で
は
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
墳
墓
が
構
築
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
そ
れ
は
、

神
仏
混
交
時
代
の
中
で
特
に
平
安
中
期

以
降
高
ま
っ
た
、
神
仏
は
同
体
で
あ
る
と

の
思
想
に
基
き
、
同
館
内
に
供
養
塚
を

構
築
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
塚

が
本
墓
以
上
に
重
要
な
役
割
り
を
果

し
、
ま
た
、
多
く
の
人
び
と
の
供
養
心
も

$
A
F
ホ
U

厚
く
、
か
つ
、
大
事
に
護
ら
れ
て
き
た
の
で

あ
ろ
、
っ
。

昭
和
六
十
年
に
実
施
さ
れ
た
墳
墓
の

発
掘
調
査
に
は
、
筆
者
も
参
加
し
て
い
た

の
で
、
そ
の
時
の
模
様
を
記
す
る
こ
と
に

す
る
。
墳
墓
の
発
掘
は
十
字
に
設
定
さ
れ

た
ト
レ
ン
チ
(
壕
)
内
と
、
中
心
部
分
は
幅

広
く
地
表
下
ま
で
掘
り
下
げ
て
実
施
さ

れ
、
塚
全
体
は
、
均
一
微
粒
砂
に
よ
り
構

築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
塚
の

上
層
部
分
よ
り
、
土
器
・
陶
器
・
古
銭
が

出
土
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
墳
墓
に
対
し
供

手つつわ

え
た
献
上
物
用
の
器
や
寮
銭
で
あ
ろ
う
。

そ
の
少
し
下
層
か
ら
、
中
央
部
よ
り
西
側

に
わ
た
り
、
多
数
の
骨
片
が
検
出
さ
れ

た
。
更
に
地
表
下
ま
で
掘
り
下
げ
た
が
、

埋
葬
主
体
部
は
検
出
で
き
ず
、
意
気
込

ん
で
発
掘
に
取
り
組
ん
だ
調
査
員

一
同

は
、
が
っ
く
り
と
拍
子
抜
け
し
て
し
ま
っ

た
。
ま
た
、
底
部
よ
り
、
半
紙
半
栽
位
い
に

折
り
畳
ん
で
ブ
リ
キ
板
が
掘
り
出
さ
れ

た
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
墳
墓
は
盗
掘
さ
れ
た
ら
し
い

う
わ
さ

の
噂
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

行
為
が
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
物
で

あ
る
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
塚
は
砂
造

り
で
あ
り
、
こ
の
ブ
リ
キ
板
は
、
掘
り
進

...高さも昔の半分位いに低くなった円墳墓。

む
の
に
格
好
の
工
具
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ

、つノ。
盗
掘
の
状
況
を
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に

推
測
す
る
。

年
代
|
西
洋
建
築
用
の
輸
入
ブ
リ
キ
を

見
て
、
明
治
の
初
め
頃
で
あ
ろ
う
。

時
期
!
人
目
を
忍
ぶ
行
為
な
の
で
、
草

木
が
繁
茂
し
神
社
の
祭
り
も
終
っ
た

九
月
頃
で
あ
ろ
、
つ
。

堀
り
口
l

掘
り
出
し
た
土
を
隠
す
た
め

に
も
、
裏
側
に
当
る
西
方
か
ら
で
あ
ろ

、つノ。

じ
よ
れ
ん

工
具
!
鋤
簾
な
ど
も
用
い
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
内
部
の
発
掘
に
は
ブ
リ
キ
工
具

が
大
い
に
活
躍
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
、
内
部
を
掘
り
廻
っ
て
も
目
的
物

(
副
葬
品
)
は
無
く
、
が
っ
く
り
し
な
が

ら
覆
土
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
覆
土
に

は
役
に
立
た
な
い
ブ
リ
キ
は
内
部
に

残
置
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

じ
よ
じ
よ

洞
穴
l

覆
土
し
た
砂
は
徐
々
に
沈
み
、

天
井
と
の
間
に
洞
穴
が
出
き
、
そ
れ

が
狐
の
格
好
の
住
処
と
も
な
り
、
検
出

さ
れ
た
骨
片
も
、
そ
の
洞
穴
で
死
亡
し

た
狐
の
骨
で
は
な
か
っ
た
ろ
、
っ
か
。

お
か

盗
掘
者
|
近
郷
に
は
、
常
々
、
墳
墓
を
冒

す
者
は
崇
り
あ
り
と
の
言
い
伝
え
も

お
そ

あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
畏
れ
多
く
て

そ
の
よ
う
な
事
が
出
来
よ
う
筈
も
な

よ

そ

も

の

し

わ
ざ

く
、
お
そ
ら
く
、
余
所
者
の
仕
業
で
あ

ろ、つ。

塚
の
姿
も
、
こ
の
よ
う
な
盗
掘
や
永
年

の
風
化
的
作
用
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
そ

の
高
さ
も
昔
し
の
半
分
位
い
と
な
り
、
今

の
塚
は
、
昔
し
の
面
影
を
偲
ぶ
由
も
な

lv 

実
通
安
全
街
頭
指
導

f
初
予
告
・
勾
O
K
E
7

J
‘

4

尻
町
冷
M

hJFFJ
r
E
J
 

ゆとり之そ無事故I~ 叩
つながる道しるべ

秋
の
全
国
支
通
安
全
運

動
の
一
環
と
し
て
九
月
二

十
二
日
、
町

・
南
甲
府
警

察
署
・
南
甲
府
交
通
安
全

協
会
昭
和
支
部
・
町
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
の
会
・
母
の

会
、
か
、
突
通
安
全
の
街
頭

指
導
を
昭
和
バ
イ
パ
ス
で

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
飲
酒
運
転

の
絶
滅
・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用

・
無
課
運
転
の
追

放
な
ど
を
呼
び
か
け
る
と
共
に
、
約
四

百
袋
の
茄
子
や
風
船
な
ど
を
一
台
一
台

に
配
布
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
今
年
八
月
に
結
成
さ

れ
た
南
甲
府
交
通
安
全
協
会
昭
和
支
部

の
婦
人
部
、
か
初
参
加
し
、
そ
ろ
い
の
制

服
を
着
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
在

呼
び
か
け
ま
し
た
。

V道ゆく車に交通安全を呼びかけました。



請が心の支えにー

中沢久子さん (62歳)

(河束中島)

A
フ
回
は
、
先
月
号
で
ご
紹
介
し
た

「
中
島
音
頭
」
の
作
詞
者
で
あ
る
河

東
中
島
の
中
沢
久
子
さ
ん
を
ご
紹
介

揚げなすの

カニ風昧サラタ‘
栄養改善推進員

磯部志津子さん
(飯喰)

し
ま
す
。

子
供
の
頃
か
ら
も
の
を
書
く
の
が

好
き
で
、
町
の
文
化
協
会
川
柳
部
に • r詩を書いている時は、どんな疲れも忘れられますJ

入
っ
て

言
葉
の
表
現
力
に
魅
せ
ら

れ
、
詩
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
中
沢
さ
ん
。
十
八
作
の
歌
詞
の
応

募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
「
作
品
に
は
甲
乙
つ
け
が
た
い
が
、

私
の
歌
詞
が
採
用
さ
れ
大
変
う
れ
し

い
で
す
。
孫
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
」

と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

出
足
の
「
桜
並
木
に
」
と
い
う
歌
詞

は
、
十
六
年
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
ご

主
人
の
喜
友
さ
ん
が
、
区
長
を
し
て

い
る
時
に
山
伏
川
沿
い
に
植
え
た
桜

を
想
い
浮
か
べ
作
詞
を
し
た
そ
う
で

す。
こ
の
他
に
も
、
中
沢
さ
ん
は
昭
和

五
十
三
年
の
町
婦
人
会
歌
や
昭
和
五

十
七
年
の
町
の
新
昭
和
音
頭
に
も
応

募
し
入
選
し
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。

み
己
ん
己
な
口
の
口
広
口
場

くドレッシング〉

しょう油……大さじ 3

酢…ー………大さじ 5

サラダ油……大さじ%

みりん…一一..大さじ 1

酒……………大さじ 1

揚げ油適量

-材 料 (4人分)

なす……………………… 4個

レタスの葉……………… 2枚

カニ(缶詰)…………… 小 1缶

玉ねぎみじん切……大さじ 2

③ 

④ 

⑤ 

農
業
を
し
な
が
ら
ふ
と
思
い
つ
い
た

こ
と
、
は
だ
で
感
じ
た
こ
と
を
メ
モ
し

て
お
き
夜
ま
と
め
て
書
く
と
い
う
中

沢
さ
ん
は
「
他
の
人
の
詩
を
読
ん
だ

り
、
詩
を
作

っ
て
い
る
時
は
ど
ん
な
疲

れ
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
笑
い
な

が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自

然
を
感
じ
た
ま
ま
表
現
で
き
る
の
で

と
て
も
楽
し
く
、
「
ぬ
く
も
り
」
「
足
る

心
」
な
ど
の
暖
か
い
言
葉
が
特
に
好

き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

ご
主
人
を
亡
く
し
た
時
は
、
大
変

つ
ら
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
作
詞
や
川

柳
の
お
か
げ
で
落
ち
込
ま
ず
に
毎
日

明
る
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
中
沢
さ
ん
。
「
こ
れ
か
ら
も
詩
や
川

柳
を
続
け
、
歌
詞
な
ど
の
募
集
が
あ

れ
ば
ま
た
応
募
し
た
い
」
と
意
欲
を

燃
や
し
て
い
ま
す
。

h
F
お
し
よ
う
油
味
だ
か
ら
ご
飯
の
お
か
ず

に
な
り
ま
す
。

咲
き
初
し
木
犀
の
事
墓
に
言
う

曲
り
窓
伏
せ
て
明
日
へ
茜
空

厄
日
過
ぐ
茄
子
の
紫
い
よ
よ
濃
く

遮
断
機
の
お
り
て
露
け
き
野
の
月
に

落
柿
舎
へ
憎
ど
道
づ
れ
露
け
し
ゃ

露
け
し
ゃ
灯
れ
ば
嵯
峨
野
こ
と
さ
ら
に

鈴
虫
に
開
け
放
ち
た
る
七
七
忌

一
言
を
胸
に
た
た
み
て
月
の
道

桐
一
葉
法
事
の
客
の
皆
帰
り

秋
さ
や
か
母
の
遺
影
の
笑
み
給
う

秋
深
き
皇
居
の
見
ゆ
る
泊
り
か
な

慰
霊
塔
灯
に
浮
き
聾
ち
て
菊
白
し

霧
雨
や
雲
間
を
月
の
見
え
陰
れ

騒
音
に
負
け
じ
と
埠
声
酒
ら
し

芋
の
葉
の
一
葉
が
揺
れ
て
通
り
雨

新
米
が
香
り
て
亡
夫
の
七
回
忌

高
冷
地
苗
の
手
入
れ
や
秋
日
和

花
活
け
る
石
棺
実
重
し
初
彼
岸

猫
じ
ゃ
ら
し
揺
れ
て
神
燈
灯
し
け
り

旅
疲
れ
む
く
げ
の
白
き
縁
に
臥
す

明
や
搾
乳
の
白
ほ
と
ば
し
る

草
刈
る
と
結
び
て
講
話
終
り
け
り

大
夕
立
去
り
た
る
村
の
月
澄
め
り

菜
大
根
夕
べ
に
伸
び
て
露
宿
す

雨
あ
が
る
ら
し
木
犀
の
匂
い
来
る

鶏
群
れ
て
餌
を
食
む
騒
音
西
陽
濃
し

秋
の
風
娘
の
髪
き
り
っ
と
束
ね
ら
る

山
近
く
亡
母
の
里
な
る
秋
時
雨

-作り方
①なすはヘタを取って縦半分に切り水にさらしてアクを抜きますO

②レタスはみじん切りにします。カニは軟骨を取って粗くほ

ぐします。

ポールにレタス、カニ、玉ねぎを入れて軽く混ぜ合せ良く

混ぜ合せたドレッシングをひたす程度に加え10分ぐらい

置いて味をなじませます。

揚げ油を中温に熱し、なすの水気をよく拭き取って入れ

ます。途中裏返して箸でつまんで、ぐったりと柔らかくな

るまで揚げます。

器になすの皮を上にして放射状に並べ上にドレッシング

で味をつけた③をのせ残りのドレッシングをかけます。

安調理のコツ

なすの中まで良く火が通るように皮の

ほうに軽く切り目を入れて揚げます。

雨
宮

井
上
ま
さ
江

伊
藤

磯
告F

小
沢
百
合
子

長
田
そ
の
子

河
田

輿
石
さ
急
代

塩
田

高
野

内
藤
ふ
く
次

中
;尺

オ公
岡

薬
袋

ヰし
孝

広報しようわ ⑧ 平成1.11.1

春
jエ

信
与

好
子

麻
子

久

枝
静
イミ

満

子
花
枝



(ハ
V
〈

)

(
母
)

栄
一

詩
子

砂
名
前
の
由
来
広
い
心
を
も
っ
て
二
十
一
世
紀
を
生
き
る
人
に

|
|
そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
名
付
け
ま
し
た
。
末
っ
子
の
甘
え
ん
坊

で
す
が
、
優
し
く
お
お
ら
か
な
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

(ハ
V
〈

)

(
母
)

雄
一ひ

で
子

hv
名
前
の
由
来
い
つ
も
締
麗
な
心
で、
正
し
く
人
の
上
に
立

つ
事
の
出
来
る
様
な
強
い
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
と

い
う

願
い
を
込
め
て
名
付
け
ま
し
た
。

(
父
)
義
人

(
母
)
明
子

西条二区

坂田浩紀くん
S.63. 1. 17生

西条二区

横森聖くん
S. 63.1. 29生

西条新田

玉川義樹くん
S. 63.1. 26生

h
F
名
前
の
由
来
父
親
の

一
字
を
も
ら
い
、

上
に
向
か
っ
て

の
び
る
樹
木
の
よ
う
に
、
す
く
す
く
と
育
っ
て
ほ
し
い
と

願
い
名
付
け
ま
し
た
口

一

名

)

(

地

区

)

日

日
山

本

麻

美

西

条
二
区

日

日
望

月

夏

海

西

条

二

区

日

・
江

原

啓

太

西
条
二
区

・

土

屋

み

な

み

清

水

新

居

圃

一
望

月

実

香

押

越

H

-
輿

石

政

人

西

条

新

田

・

・
花

形

裕

紙

漉

阿

原

-

H

辻

野

敬

介

紙

漉
阿
原

一

日
橋

本

直

人

紙

漉

阿

原

H

-
磯

部

友

希

築

地
新

居

-

H

磯

部

静

香

築

地
新
居

日

日
中

込

元

気

河

西

日

・
石
橋
あ
ゆ
み

河

西

・

鈴

木

裕

子

河

西

日

目
安

井

崇

上

河

東

二

区

日

・
井

上

裕

貴

上

河

東

二

区

・

・
望
月

啓
次

上
河
東一一区

-

H

伊
東
菜
穂
子

上
河
東
二
区

日

日
有

井

裕

紀

上

河

東

二区

.
 

• 

・
審
州
十
勝
市
女
奈
上
河
東
二
区

・
• 

…
・
婚
姻
・
…

一

八

時

四

旧

対

〉

西
条
二
区

一

日

〈

U
田

貴

史

〉

西
条
二
区

一

松
永
三
喜
子

〈

小

池

忠

〉

築
地
新
居

H

J

中

込

伸

江

、

日

〈

瀧
津
進
一

〉

築
地
新
居

U

士
山
村
リ

憧
川
美

.

…

〈

一1
M

M
一日

〉

上
河
東

…

••••••••••••••••••• 
平
成
元
年
九
月
一
日
i
九
月
三
十
日

ま

で

の

届

出

(

敬

称

略

)

• 出

生

.

(氏

(
保
護
者
)

早 政誠 起 義孝 一 克 昭 育健敏 正 英 正 一
人彦 三 男 仁 充 書 己 洋雄 正 夫 三男正 隆和夫 仁 博

平成1.11.1広報しようわ⑨ 



就
学
時

健
康
診
断
に

つ
い
て

平
成
二
年
度
小
学
校
入
学
該
当
児

宅
に
実
施
要
項
と
家
庭
環
境
調
査
表
、

保
健
調
査
表
を
配
布
し
ま
し
た
が
、
ま

だ
受
取
っ
て
い
な
い
家
庭
の
方
は
、

町

教
育
委
員
会
(
冨
万

3
7
3
7
)
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

V
健
康
診
断
日
程

.
押
原
小
学
校

日
時
十
一
月
九
日
午
後

一
時

場
所

押
原
小
学
校
体
育
館

-
西
条
小
学
校

日
時
十
一
月
三
十
日

午

後

一
時

西
条
小
学
校
玄
関

場
所

厄年一万人検診と国保加入者の

「人間ドックJのお知らせ
成人病予防と壮年期からの健康管理のため、毎年厄年の者と

して、男女を問わず、 42才・ 52才 .62才の方を対象とした厄年一

万人検診と国民健康保険に加入の35才以上の方を対象にした

「人間ドック」を同時に実施 します。この機会にぜひ受診 してく

ださい。

・ 申込 期限

・ 申込 場所

11月6日まで

①厄年一万人検診役場厚生福祉課(総合会館内)

②国保「人間ドック」 役場住民課

①厄年一万人検診 42才、 52才、 62才、定員80名

②国保「人間 ドックJ 35才以上の方 定員50名

5，000円内訳町負担 23，840円(消費税を含む)

自己負担 5，000円

(自己負担金は申込みと同時に納めてください)

・持参するもの印鑑

国民健康保険証(国保「人間 ドックJを受ける方のみ)

13日(月)-16日(木)

(希望の日に受診できます)

甲府市飯田3-2-44

山梨厚生連健康管理センタ ー

厚生福祉課 75-2111 内線@、⑪

住民課国保係 75-2111 内線⑫、⑫

定員になり しだい締切りますのでお早めにお申込みく

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
支
給
に
つ
い
て

平
成
元
年
度
に
制
度
の
改
正
が
行
わ

れ、

昭
和
六
十
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
元

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
公
務
扶
助

料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
た
遺

族

(
戦
没
者
な
ど
の
妻
、
父
母
な
ど
)
が

失
権
し
た
場
合
に
残
き
れ
た
遺
族
に
特

別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
十
八
万
円
、

六
年

償
還
、
無
利
子
の
国
債
が
支
給
さ
れ
ま

す。
(な
お
、
第
四
回
特
別
弔
慰
金
(
額
面
三

十
万
円
、
十
年
償
還
)
の
支
給
の
対
象
と
な

った
遺
族
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
)

V
支
給
の
対
象
者

特
別
弔
慰
金
を
う
け
る
と
と
が
で
き

る
の
は
、
主
と
し
て
次
に
記
載
さ
れ
た
戦

没
者
死
亡
当
時
の
遺
族
の
う
ち
、
次
の
順

序
に
従
っ
て
最
も
順
位
が
先
の
人

一
人

で
す
。

1

平
成
元
年
四
月

一
日
ま
で
ピ
弔
慰
金

(
遺
族
国
庫
債
券
)
を
受
け
た
人

2

戦
没
者
の
子

3

戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し
て
い
た
①

父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
(
婚

姻
、
養
子
縁
組
に
よ
り
平
成
元
年
四
月

一
日
現
在
氏
が
変
わ

っ
て
い
る
人
は

該
当
し
ま
せ
ん
)

4

戦
没
者
と
生
計
関
係
が
な
か
っ
た 者

-自己負担金

-検 日

.受診機関

-ぉ問合せ

象

~ 
ロi~

-対

か
ま
た
は
、

上
記
3
に
該
当
し
な
か
っ

た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉

妹
5

上
記
3
及
び

4
以
外
の
三
親
等
内

親
族
(
戦
没
者
死
亡
ま
で
引
き
続
い
て

一
年
以
上
生
計
を
共
に
し
て
い
た
人

に
限
り
ま
す
)

V
請
求
の
期
限

請
求
の
期
限
は
、
平
成
四
年
六
月
二
十

七
日
で
す
。
期
限
ま
で
に
請
求
し
ま
せ
ん

と
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
ご
注

意
く
だ
き
い
。

V
受
付
窓
口

役
場
厚
生
福
祉
課
(
歯
応
1
2
1
1
1

内
線
⑬
)
ま
で
。
な
お
、
請
求
用
紙
は
受

付
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
が
、
他
に
戸

籍
抄
本
な
ど
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

※なお、

アごさい。

山
梨
県
最
低
賃
金
が

一
日

一
一
一
千
八
百
四
十
三
円
に

十
月
一
白
か
ら
改
定
実
施

山
梨
労
働
基
準
局
で
は
、
山
梨
県
下

の
全
産
業
、
全
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

山
梨
県
最
低
賃
金
吾
一

日
三
千
九
百

四
十
三
円
(
現
行
一一
一千
六
百
九
十
三

円
・
引
上
額
百
五
十
円
)
、
時
間
給
四
百

八
十
一
円
(
現
行
四
百
六
十
二
円
・
引

上
額
十
九
円
)
に
改
正
決
定
じ
、
平
成

元
年
十
月
一
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す。
最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
詳
し
い

こ

と
は
、
山
梨
労
働
基
準
局
賃
金
課
(
富

田
B4
8
5
8
)
ま
た
は
、
甲
府
労
働
基

準
監
督
署
(
歯
M
E
5
8
1
1
)
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

精
神
障
害
者
の
人
権
擁
護
と
社
会

復
帰
対
策
を
更
に
す
す
め
、
福
祉
施
策

を
拡
大
す
る
た
め
左
記
に
よ
り
全
国

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

V
日

時

十

一
月
十
七
日

(金

)

午

前
十
時
1
午
後
三
時
四
十
分

V
場
所

山
梨
県
民
文
化
ホ
ー
ル

V
参
加
費
無
料
(
資
料
を
お
求
め
の

方
は
、
資
料
代
と
し
て
五
百
円
頂
き

ま
す
)

V
お

問

合

せ

第
二
十
二
回
全
国
精

神
障
害
者
家
族
大
会
実
行
委
員
会

(
箇
幻

1
1
6
5
7
)
ま
で
。

第
包
囲

全
国
精
神
障
害
者

家
族
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す

昭和町標準小作料額改訂について

標準小作料については、農地法第 24条の 2により 3年に 1

度改定することになっています。このため、本年度がその改定期

にあたります。小作料協議会及び、県と協議 し、農業委員会の決定

を行い、公示を終了 しましたのでお知らせします。

⑩ 

町内交通事故

発生件数

「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

=9月分--

平成l.11.1

額

一

時

一円
一円

麓
w

二
U
一
円

U

の2

一。

一凹

料
、一色
一日

作一

2
一
2

広報しようわ

ア
ル
バ
イ
ト
募
集
中
刀

i
田
富
郵
便
局

i

郵
便
聞
で
は
、
年
末
年
始
の
業
務
を

向
え
る
に
あ
だ
り
高
校
生
存
」
中
山
と

し
だ
戸
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま

す。
詳
し
く
は
¥
田
富
郵
便
局
〈
薗
乃

1
3

0
5
0〉
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧ 保健衛生だより 側側側側鰯側側

地協 |西条一区西条二区清水新居

押越河東中島紙漉阿原

築地新居飯喰河西上河東

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付終了時間は、午後2時30分ですのでご承知ください。

日時 11月4日(土)・18日(土)
午前 9 時~11時30分

場所総合会館

※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してください。妊娠証

明書は、必要ありません。
※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、栄

養指導などを行い健康についての相談にお答えしていますの

で、お気軽にお出かけください。

日 時 11月 24 日(金)午後 l 時 ~2 時
場 所 総合会館

該当児
砂I期・・・・昭和62年3月1日~昭和62年8月31日までの出生児。
砂II期・・・・ I期3回を完了して1年から1年6か月以内の者。

砂昭和61年9月1日~昭和62年2月28日までの出生児で未接種

者。
持ち物 母子手帳・問診票

〈注意事項〉
O体温がはかつてないと接種できません。前夜と当日の体温は必
ず、はかつてください。

O問診票の記入もれや押印の忘れがないよう注意してください。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

1. 発熱している者、または著しい栄養障害者。
2. 心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

3. はしか、BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後1か月以内の者。
4. インフルエンザ、予防接種後2週間以内の者。

5. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした者。

⑪広報しようわ 平成1.11.1

11月 7 日(火)午後 1 時 ~2 時
総合会館

T1回目……平成元年2月1日~平成元年7月31日
までの出生児。

T2回目……昭和63年8月1日~平成元年1月31日

までの出生児。
V昭和63年8月1日以前に生れた子で 4歳以下の未

投与者

持ち物母子手帳・問診票

※追加投与……上記の実施日に投与できなかった幼児につ

いて追加投与を 11月21日(火)午後1時"'1時

30分まで実施します。

<注意事項>
・体温は必ず、はかつてくださしユ。

・問診票の記入もれ、押印の忘れがないようにしてください0

.投与を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

<つぎのような人は投与できません>
①現在下痢をしている人、または発熱している人。

② 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした人。

③はしか、 BCG接種を受付てから 1か月以内の人。

④ 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内の人。

用 i 骨二、

日時 11月24日(金)
場所総合会館前
※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。ま

た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでし

っかり封をしてください。

<犬をお飼いのみなさまへ>

最近、犬の放し飼いによる苦情が多く寄せられています。
犬は必ずクサリなどでつないで飼いましょう。

輸血用血液の確保は人間の生命を守る重要な仕事ですが、
これを達成するためには、みなさんの協力が必要です。

日時 11月16日(木)午前 9時30分~午後3時30分
※ただし、 11時30分'"'-'12時30分までは受付を休ませていただ

きますのでご了承ください。

場所昭和町役場前



おとなりにあげる安l山火の始末/

11月S自はrllB替の日」です。
r119番の巴」は、住民と消防との受流の場とし

て自治体消防発足40周年を機に、昭和62年に設けら

れまし疋。 E安定、今年度から秋の全国火災予防運動

ガ r119番の日」にちなんで竹田 9臼から竹月15
Bまで実施されます。

消防に対する正しい知識と認識を深め、地域ぐる

みの防災i之努めましょう。

月のこよみ
NOVEMBER==霜月(しもっき)

'89 ;;;;:-一-

.11 
第 2、第4土曜日役場は

休ませていただきます

寝たきり老人入浴サービス(総合会館

午後 1時'"'-')
献血(役場前、llP参照)

全国精神障害者家族大会(lOP参照)
安産教室(総合会館)

16 
心配ごと相談(総合会館午後 1時'"'-')

行政相談(昭和町役場午後 1時'"'-')
第 2次結核レントゲン検診

第 2次結核レントゲン検診

シェイプアップ教室(総合会館午後 8 時~)
押原中強歩大会
リハビリ教室(総合会館)
母子手帳交付及び健康相談日(総合会館)

18 

17 
佑祭、公民館まつり、文佑講

(-6目、 5P参照)3 
日副文化の日

19 
リハビリ教室(総合会館〉

母子手帳交付及び一般健康相談日

(総合会館)

秋期第2回宮入貝殺貝作業

4 

20 5 

心配ごと相談(総合会館午後 l 時~)
3歳児健康診査(総合会館)
郡婦人ボランティア交流会(総合会館午前10時)

最低賃金周知句間
(~30 日)

ノ、イビジョンウィーク
(~27 日)

雪

nノ』
η
ノ』

21 
厄年一万人検診と国保加入者の人間

ドック申込締切り日C10P参照)

秋期ポリオ生ワクチン投与(総合会館)立冬

ソ連革命記念日

全国糖尿病週間('"13日)

世界都市計画の日

7 
23圃勤労感謝の日心配ごと相談(総合会館午後 1時'"'-')

8 
3種混合予防接種(総合会館)

不用犬猫収集日(総合会館前)24 
押原小就学時健康診断C10P参照)
乳児健康診査(総合会館)

一 の酉
太陽暦採用記念日

手足の不自由な子供を

育てる運動
役場開庁

シェイプアップ教室(総合会館午後

8時'"'-')
25 

26 

乳児健康診査(総合会館)

役場開庁
シェイプアップ教室(総合会館午後8
時"，-，)

10 

11 
世界平和記念日

税を知る週間 (~17 日)

27 12 
厄年一万人検診と国保加入者の人間

ドック検診開始(-16日、10P参照)
秋期第 3田宮入貝殺員作業

28 13 

女
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
場
所
は
、
左
記
指
定
場
所
の
み
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

心配ごと相談(総合会館午後 l時'"'-')
乳児整形外科検診(総合会館)

場

西条小就学時健康診断C10P参照)

所

29 
心配ごと相談(総合会館午後 1時'"'-')
行政相談(昭和町役場午後 1時'"'-')
2歳児歯科検診(総合会館)

14 

⑫ 平成1.11.1広報しようわ

毎月

第 4水曜日

22日

-m語習自由瞬間開冨蒔事買高扇面

8日

22日

l日

15日

7日・ 10日・ 14日

17日・ 21日・ 24日

28日


